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結 核 牲 謄 膜 炎 ノ殆 ン ド大 部 分 ノモ ノニ於 テ豫 後

甚 シ ク不 良 、早 晩 死 ノ轄 蹄 テ トル コ トノ・、 日常

診 療 二於 テ吾 人 ノ藪 ヘ ラルル庭 デ アル ガ、 詳 シ

ク文 献 ヲ按 ズ ル ト、 稀 二磯 脊騰 液 中、 或 ハ鏡 検

的 二、 或 ハ培 養 的 二抗 酸 性菌 テ謹 明 シ ツ ツ、 而

モ良 好 ナ ル轄 蹄 ラ ト レル モ ノ ノ記 載 テ見 ル コ ト

ガ アル。 即 チ西 歓 二於 ケ ルFreyhan,Henkel,

Grass,Riebold,Rumpel,Stark,Warrington,

Hochstetter,Reichmanu.Rauch,V.Bokay,'

Wiese,Neidhardt等 、 本 邦 二於 クル江 波 、 清
　

水、奥田、巖及 ビ保 臥 野申、淺野及 ビ水溜等 奪

ノ例 ガ夫 デアル。

猶Rieboldハ 夙二是等 ノ他、集 メ得ル限 リノ訂

成多数 ノ症例 テ基グテヰルガ、是等 ノ文献二就

テハ手元二原著 テ見出スコトガ出來ナイノデ、

遺憾乍ラ省略 セザルテ得ナイ。

然 シ乍 ラ是等 ノ報告ニハー慮仔細ナル検討テ要

スル。先ヅ椴二結核性疾患者二於 チ畷膜炎症状

ガ現出 シタルニモセヨ、充分ナル検索ラ行ハズ

シテ夫 ラ結核性謄膜炎デアル ト噺ズルコトハ元

　

ヨ リ早 計 デ アル。斯 ル ガ故 二報 告 中 ニノ・、同 時 二

眼 底 検 査 二於 テ結 核 ノ存 在 テ認 メ、 其 ノ吸 牧 セ

ラ レタ ルヲ以 テ唯 一 ノ誼 査 トナ セ ル モ ノモ存 ス

ル ガ、未 ダ必 ズ シモ徹 底 的 ナ謹 明 デノ・有 リ得 ナ

イ デ ア ラ ウ。 磯 脊 髄 液 中抗 酸 性 菌 ノ存 在 テ伺 時

二謹 明 セル コ トノ・一 段 ノ進 歩 デ アル ガ、此 モ謹

明 ノi途中 ・・=・アル ト見 ナ ケ レバ ナ ラメ。Freyhan,

Henkel,Gross,Rumpel,Warhngton,Hochs-

tetter,Reichmanu.Rauch,Neidhardt,江 波 、

奥 田 、淺 野 及 ビ水 溜 ノ諸 例 ノ如 キ何 レモ之 二場

スル。 近 年 清 水 ノ報 告 ノ如 キ掲 リ購膜 炎症 駄 ヲ

有 スル ノ ミニ シテ結 核 菌 ノ謹 明 ナ キノ・甚 ダ逡 憾

デ アル。 鏡 検 ト同 時 二培 養プ 施 行 シ、 陽 性 ノ成

績 テ得 タ者 モ強 チ稀 デ ナ イ。巖 及 ビ保 田 ノ如 キ

ノ・明 カニ 夫 デ アル ガ、VonBokayノ ・彼 自身2

・・例 二於 テ 培 養 陽 性成 績 テ 墾 グ
、 爾Castaigne

etGouraud,AViragnetetTixier,Barbieret

J.Gbnglletモ 亦 培 養 二於 テ 之 テ認 メ タ コ ト

ラ紹 介 シテ居 ル。

是 等 ノ者 二比 シ動 物 接 種 ヲ施 行 シテ接 種 陽姓 ナ
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リ シ ト言フ 例 ノ・甚 ダ注 目 二値 ス ル。Rieboldノ

例 叉V.Bokay二 從 ヘ バS6pet,Avarzino,

Pap6setArdin,CarriereetL'H6te,Tedes-

chi,ArbanietClaisse,VaquezetDigne,

Zemma,AquilloetGareisoノ 例 ガ夫 デ アル。

斯 ノ如 ク結 核 性 購膜 炎 ノ治 癒 セ リ ト報 告 セ ラル

ル モ ノモ、 此 テ更 二検 討 ズ レバ
、 甚 グ シ ク其 ノ

詮 明 ノ範 園 ガ独iメ ラ レル ト嘗 ハ ネ バ ナ ラヌ。 唯

然 シ事 實 既述 ノ如 ク、 眞 二動 物接 種 二於 テモ結

核 形 成 ガ認 メ ラ レタ トスル ナ ラバ 、 ヤノ、リ結 核

性 謄 膜 炎治 癒 ノ事 實 テ否 定 シ去 ル コ トハ 出來 ナ

ィ デ ァ ラ ウ。 又 血 行播 種 ガ屡 篭起 ルモ ノ トス レ

バ 有 リ得 テモ差 支 ヘ ナ ク思 バ レル
。 塵

最 近 余 モ亦 結核 性疾 患者 二於 テ菌 ノ培 養 試 験 ヲ

試 ミタル中 、 定 型 的 ノ結 核 性 謄 膜 炎 ニ テ毎 常 陽

性 成績 テ得 タル ハ、 敢 テ奇 ト ス ル ニ 足 リナ イ

ガ、輩二持績 セル頭痛ラ主訴 トセル1例 二於 テ

抗酸性菌ヲ培養 シ得、猫同様ナル1例 晶於 テ鏡

検的二 同様菌テ検出スルノ偶然ナル機會ヲ得

タノデ、今其 ノ詳細テ報告 シタボト思 フ。但 シ

此 ノ場合ハ定型的 ノ磯膜炎症状 ヲ認 メ得ズシ

テ、抗酸性菌テ検出 シタルモノニシテ、前記 ノ
ぎ

諸報 告 ト稻 、趣 テ異 ニ ス ル。 因 二結 核 性 疾 患 者

二於 テ屡 ≧頭 痛 ヲ訴 フル ト共 二
、 畷 脊騰 液 歴 充

進 セ ルモ ノアル ニ 關 シテハ、 既 二 日置、 佐 竹 ノ

注 意 ヲ喚 起 セル虎 デ ァル。 其 ノ原 因 トシ テ或 ハ

慢 性 扁 桃 腺 炎 、 副 鼻 腔 炎 、 中 耳 炎 ㌻ マ ラ リヤ、

徽 毒 等 ヲ合 併 ス ル モ ノガ暴 グ ラ レタ ガ、 其 他 原

因途 二不 明 ノモ ノモ屡 ヒ存 シ、或 ノ・不 全 型 結 核

性 磯 膜 炎 ノ如 キモ ノヲ全 然 否 定 シ得 ナ イ現 撒 工

於 テ、斯 ノ如 キ研 究 ハ寡 カ ラザ ル 償値 ラ有 スペ

キ モ ノ ト信 ぜ ラ レル ノデ アル。

磯脊髄液ノ培養二就テ

脳 脊髄 液 培 養 ノ・次 ノ如 キ方 法 二依 ツ タ。 培 地 ノ・

所 謂Kirchner氏 液歌 培 地 テ圭 トシ テ用 ヒ タ。

著 者 ハ本 培 地 ガ紗 ク トモ畷 脊騰 液 テ材料 トスル

限 リ甚 ダ シ ク良 好 ナ ル結 果 ヲ暴 ゲ シム ル コ トヲ

緻 験 シテ ヰ ル。 即 チ下記 症 例 中定 型 的 ナ結 核 性

磯 膜 炎 二於 テ、何 レモ迅 速 二 多敷 ノ結核菌 聚 落

登 生 テ認 メ タル コ トニ ヨ リテ モ、 ソ ノ然 ル コ ト

ガ明 カ デ アル ト思 惟 セ ラ レル。 培 養 二際 シテハ

第1

診 断 名

Meningitistuberculosa

Lungentuberculose

Lu縫geni轟 臼ltrat孟0轟

Hilus疑berculose

Pleurti§exsudativa

Pleurti§adhaesiva

Spondylitislumbalis

培 地 液 量30ccm二 封 軌畷 脊臆 液3乃 至5ccm

テ加 ヘ タ。 謄 脊髄 液 ヲ材料 トス ル場 合 、探 取探

量 ノ關 係 上 、培 養 基 ノ・毎 回唯1個 シカ之 テ用 フ

ル コ トラ得 ナ カツ タ ガ、 雑 菌 ノ登 生 率 ノ、極 メ テ

寡 カ ツ タ。

培 養一 般 成 績'

培 養 セ ル全 例 テー 括 シテ掲 グル ニ表 ノ如 クデ ア

ル(第1表)。

脳}脊 髄

例 馴15留002QOmm

5

18

一
12

一
2

　
1

【
3

一
1

4

幽
n6

1

表
一

腿 脳 脊 髄 膜 炎
症 状 ノ有 無 培養同鍛 培 養

陽性例
一

QOmm

以 上

5 金例陽性 5 5

2 ナ シ 22 1

1 ナ シ 18 0

1 ナ シ 2 0

ナ.シ 1 0

ナ シ' 3 0

ナ シ 1 0

52 6

似 上成績テ通覧 スルニ所謂定型的結核性磯膜炎 得 タルノ・理 ノ當然ナル所デアルガ、術肺結核 ノ

ノ全例(5例 〉二於 テ蓋 ク結核菌培養陽性ナルテ1例 二於テ抗酸性菌ヲ認メ、而モ何等定型的結
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ノ

核 性 謄 膜 炎 二移 行 シテ ヰナ ィ コ トノ・頗 ル奇 異 ト

スル 二 足 ル モ ノデ ア ル。 爾 著 者 ハ此 ノモ ノ ノ外

二更 二1例 謄 脊髄 液 沈 渣 ノ鏡 検 ニ ヨ ツテ
、 同 ジ

ク抗酸性菌ヲ畿見 シ得 タ経:験ヲ有 シテ居ル。今

期 ノ如キ症例 三献 テ少 シク詳細三共:臨躰的所見

ヲ次二記述 シテ ミタイ。

露

胎脊騰液中抗酸性菌ヲ認メタル症例二就テ

症 例

一28歳 男、農a
家族歴 父61_テ 肝臓癌ニテ死亡、燈50歳

ニテ十二指腸贔病ニテ死亡、父系、母系 ノ組父

母何 レモ他界、死因不明ナリ。同胞4入 、患者

ハ第3子 、第4子 ハ死亡 セルモ死因不明。

既往歴 患者ハ正常b分娩、母乳ニテ登育 ス。庶
　

疹 ヲ経 過 ス。 小 見 期 ハ健 全、9年 前 有 漏 性 肋膜

炎 ラ26歳 ノ折 二腎 臓 疾 患 ヲ 患 ヒ シ ト。 性病 テ

否 定 ス。 酒 ノ・嗜 マ ズ、煙 草 少量:ヲ喫 ス。

現 病 歴 昭 和14年5月 認 ムベ キ 原 因 ナ ク シテ

高 熱 、 盗 汗t咳1漱 、 喀:疾テ訴 へ、 轡 師 ノ診療 ヲ

受:ケ シニ右 側 肺 結 核 症 ノ診 断 ラ受 ケ病院 二 入院

ス。爾 来症 状 ハ除 々 二軽 快 セ ル モ 充 分 デノ・ナ

クt同 年7月11日 當所 二軸 ぜ リ。

現 症 吻 軟、 喀 疾 、 盗 汗 、 右胸 痛 テ主訴 トス。

艦 橋 中等,筋 肉、 皮 下 脂 肪 ノ登 脊椎 ≧乏 シ。皮

膚 ノ色 蒼 白 ナ ル モ、 乾漁 、 寒 湿 尋:常ニ シテ、駿

疹 、 黄 疸 、 浮 腫 等 ナ シ0禮 温36。βC、 脈 搏80、

緊 張 良 好1呼 吸21、 胸 腹 型 ニ シ テ 平静 又整iナ

リ。顔 貌 尋常 、 頭 部 、 眼 瞼 結膜 、輩 膜 二異 常 ナ

シ。 瞳 孔正 圓、 左 右 等 大 、 射 光 反 射尋:常、 頸 部

淋 巴 腺 、 甲黙 腺 ノー肥 大 ヲ認 メ ズ。 舌 ノ・軽 度 二灰

白 色 ノ苔 ヲ有 セ リ。 口腔 粘膜 、 扁 桃 腺 二異 常 テ

認 メズ。

胸部所見、心臓比較的濁音界、上界、第三肋間

右界、左胸傍線、左界、左乳線 ヨリ二横指内側

ニアリ。打診スルニ鎖骨下部梢 ≧硬 ク1蕪 診上

呼吸音、氣管校柱音ヲ呈 シ、僅:カニ爆音ヲi聴取

ス0彰

腹 部 所 見 、 腹 壁 李軟 、 抵 抗 ナ ク、 鼓腸 、 腹 水 、

静 脈 怒 張 、歴 痛 黙 ヲ読 明 セズ。 肝 、脾 、 雨 腎 テ

鰯 知 セ ズ。膝 蓋 腱 反 射 弱 シ。項 部 項 直 ケル ニ.ヒ

氏 徴 候 テ認 メ ズ。 麟

臨 休 検 査

尿 、 淡 黄 色 反 鷹 酸 性 稽 丸湖 濁 セ ル糖 、 蛋 白 ラ謹

明 セ ズ。

尿:、褐 色正 常 便 ニ シテ贔卵 、潜 血 テ説 明 セズ。

血 清 、 徽 毒 皮 癬陰 性 、

マ ン トー氏 反慮 、 直径25mm(24時 間後 〉

赤 血 球 沈 降速 度、(ウ エ ス 歩一 グ レ ン氏 法>1時

間 値50mm,2時 間値80mm,24時 間値111

mmヲ:算:ス 。

胸部 「レ ン トゲ ン」爲 眞 所 見 、 両 腕 全 野 二於 テ細

葉 性結 節 性 影 像 ノ黙 在 テ認 ム。

喀 疾、 ガ フキ ー氏 表 第5號 二相 當 スル結 核 菌 テ

謹 明 ス。

診 断 名 肺 結 核

爾 後 経 過 ノ概 要 入所 後____.般囁養 二依 リ漸 次 良

好 ノ経 過 ヲ示 ス。赤 沈 速 度 ノ推 移次 ノ如 クナ リ。

年 月 日
1939
盤7/7 ガ、

,,

14/9
,,,,

量6/!061!1

,,

61三2

19如
18/裏

,,

茎312
,,

11/3
,,

】5バ
,,

芸o!5 軸心 幅 レ;、
,,

24/三2

1時 間値

(血m)
50

80

111

40

52

110

26 20 14

32

95

34

68

2

8

84

3

13

82

8

28

94

12 4 11

35

88

19

43

75

21

48

76

18

41

7

26}

3

22

}一

2時 間値
(mm)} 54

85

40

104

30

87

26

87
24時 間値

(m鵬)

1

{7・
71 93 9・}98

翌15年4月 以来漸次頭痛 テ訴 フ。赤沈遽度 ノ

軽度 ノ増進 ヲ認 ム。5月14日 腰椎穿刺ラ行へ

ル ニ・、 水 様 透 明 、 比 重1007.5、Nonne陰 性
、

Pandy陰 性 、細胞 数1cmm中4、 蛋 白含 量Niss1
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轟 テ1小 産 翻 、 沈 渣 二細 菌 テ認 メ得 ズ
。 採 取 液

量20ccm,披 歴 ハ坐 位 ニ テ 初 暦370mm,終 歴

240mmテ 示 ス。 沈 渣MV-1ハ結核 菌 ヲ検 出 シ得 ザ

リ シモ培 養 輪依 リテ抗 酸 性 菌 ノ存 在 ラ確 謹 スn

其 後 ノ経 適 テ追 ヘ ドモ更 二定型 的結 核 性磯 膜 炎

ヘ ノ登 展 ヲ認 ム ル コ ト能 ハ ズ
。 唯輕 キ頭 重 感 ヲ

不断 二有 ス。 同年12月 下 旬 再 ビ之 ヲ 診 スル ノ

;義倉 テ得 タ リ。輕 キ頭痛 元 ノ如 シ。・12月20日

謄 脊髄 液iラ採 取 シ、其 ノ全 量:3ccmラ 以 テ培 養

二供 ス。 既 二:再ビ菌 ノ検 出 ヲ ナ ス コ トナ シ。 此

際 脳 脊 髄 歴 ノ・側 臥 位,.._.テ初 暦110mm,採 取 後

同 様 、 採 取 液 ハ同 ジ ク水様 透 明 ニ シテ何 等 ノ炎

症 姓 所 見 ナ シ。 宿 木例 ノ外 二今1例 、軍 二鏡 検

ノ 疋デ アツ タが抗 酸 性 菌 ラ認 メ タル例 テ次 二記

載 スルa

症'例

、23歳 、 男 、 蓬 蓬店 員 。

家 族 歴 父53:歳 、 母52歳 健 在 、 父 系拉 二・母 系

ノ祖 父 母 ハ何 レモ 高 齢 ニ テ 死 亡 セ リ ト。 母 胞

10入t患 者 ノ、第5子 、 第2子 、 第4子 ハ 出産

直 後 死 亡 、 第3子 ハ22歳 、 第10子 ハ10:歳 ノ

時 何 レモ腹膜 炎Mテ 死 亡a他 ハ健 在 ナ リ。

既 往 歴 患 者 ハ 正 常 分娩a母 乳 ニ テ褒 育 ス。 庶

疹 テ経過 ス。 種 痘3臥 善 感 ス。 小 見 期 二者 患

ラ識 ラ礼17歳 以 來 慢 性 ノ 鵬 加 答 卿 患 フ。

18歳 ノ時 脚 気 二罹 患 ス。 性 病 ハ之 ヲ 否 定 ス。

酒 、 煙 草 共 二少 量 嗜 ム。

現 病 歴 昭 和 ○ ○年 ○ 月 ○ ○ 日慮 召 、 応 召 後 、

降 雪 、 寒 気 ラ侵 シテ訓 練 二従 事 セル ニ、3月 初

旬 ヨ リ駿 熱 ア リ、 咳噺:、喀 疾 甚 シ クr全 身倦 怠、

食 思 不 振 テ來 ス。 依 テ軍 書 ノ診 察 テ受 ケ シ塵 、

右 肺 浸潤 ノ 病 名 ニ テ3月18日 入院 加療 ラ受 ケ

ル コ ト トナvリ 。6月10日 本 療 養 所 二軸 ゼ リ。

現 症 胸 痛 、 肩 凝 、 盗 汗 、 睡 眠 不 良t全 身倦 怠

テ主 訴 トス。 硬 軟 ナ ク、 喀疲 少 量 、 食 思 良 好 ナ

リ。

匿路中等、:筋肉、皮下脂肪 壌 育中等ナリO脈

搏:1分 間72,整 ニ シテ緊張良好、動脈壁二異常

ナ シ0皮 膚 ノ色尋常、顔貌普遍s瞳 孔正圓左右

専大ニシテ、射光反射尋常ナリ。淋巴腺腫脹テ

鯛 レズ。肺肝境界ハ第六肋間 ノ上縁、心臓濁音

界、上界、第三肋間、有界、左胸骨縁、左界・

左乳線上ニアリ1心 音二異常 ヲ認メシメズ.打

診、i聴診上胸部 二特別 ナル所見ラ ミズ。

腹部李軟論 シテ抵抗 ナク、鼓腸、腹水等ヲ認メ

ズ。唯左膀上部 二輕度 ノ歴痛 テ訴 フ。肝、脾、

雨腎テ燭知 セズ、又腸間膜淋巴腺 ノ腫脹 ヲ鯛ル

ルコトナシ。
ン

舌ハ樽白色 ノ舌苔ヲ以 テ覆ハルモ、口腔粘膜、

扁桃腺、咽頭二異常ナ梶

膝蓋腱反射尋常、項部強風 ケルニ ッヒ氏徴候

ナシ。腓腸筋二輕度 ノ握痛ラ訴 フ。

臨林検査

尿、帯褐黄色清澄、反慮酸性、蛋白、糖反慮陰も
性 。,

尿 、 正 常 便 ニ シテ贔 卵 、 潜 血 ヲ詮 明 セ ズ。・

血 清 、 徽 毒 反 慮 陰 性 、

マ ン トー 氏 反 慮 、15mm×22mm(24時 間 後 〉

赤 血 球 沈 降 速 度 、(ウZス 歩一 グUン 民 法>1時

間 値2.5mm,2時 間値6mm,29時 間値51mm

テ算:ス。

胸 部 「レ ン トゲ ン」爲 眞所 見 、 右 鎖 骨 下 淵 蔓 性 二・

暗 シ、 左 鎖 骨 下 二索 状 ノ陰 影 ア リ、 右 側 肺 門 ユ

近 ク数 個 ノ細 葉 性 結 節 性 陰 影 存 ス。

喀 疾 、 輩 ナ ル塗 抹 標 本 鏡 検 ニ テ結 核 菌 陰 性 ナ ル

モ、:培養 陽 性 。

診 断 名 肺 浸 潤 。

爾 後 経 過 ノ概 要 同 年8月10日 眩 量 ア リ、引 続

キ頭 痛 ラ訴 フ。 知 覧 運 動 ノ異 常 テ認 メズ、 膝 蓋

腱 反 射 梢 流 造 セ ル ノ ㍉ 同 月20日 頭 痛 依然.

緩 解 セザ ル タ メ腰 椎 穿 刺 ヲ施 行 ス。 水 様 透 明、

比 重loos,Nonne陰 性 、Pandy弱 陽 性、i蛋白

含 量Nissl二Pテ2小 産 劃t細 胞 数1cmm中10・

個 、 沈 渣 二細 菌 ラ検 出 ス ル能 ハ ザ リキ。採 取液

量12ccm,液 厘iハ側 臥 位 ニ テ當 初1?8mmヲ 示 ・

シ、 終 駆125mmト ナ リヌc此 間 艘 温 依 然37。G

ラ僅 二超 ユ ル程 度 ナ リ。 絶 島著 攣 ヲ認 メズ。9

月12日 第2回 ノ穿 刺 ヲ 施 行 ス。 水 様 透 明 、 比.
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重1007、 液 歴 、 初 歴170mm,終 歴130mm,探

取 液 量11ccm,蛋 白含 量2小 匠 劃 、Nonne陰

性 、Pandy弱 陽性 、 細 胞 数1cmm中8、 中 性

多 核 白血 球 ヲ圭 トス。 胞 内 二愛 球 菌 ノ存 在 テ認

ム、 「グ ラムゴ陽 性 、他 二抗 酸 性 菌 若 干 登 見 セ ル

モ、 其 ノ性 状 ヲ更 二究 ム ル コ トナ シ。 其 後 引 績

キ頭痛 僅 カニ存 セル爲 毎 月1同 許 リ穿 刺 ヲ績 行

ス。 液 歴 毎 常190mm前 後 ナル モ、 其 ノ性 状 前

記 二大 同 小異 ナ リ。 但 シ再 ビ抗 酸 性菌、 墜 球 菌

ヲ褒 見 スル能 ハ ズ。 翌 年4月 穿 刺 時 ニハ更 二結

核 菌 培 養 ヲ試 ミタル モ陰 性 二終 レリ。爾 來 徴 熱

出 浸 ア ル ノ ミニ テ1年 ヲ経 過 ス ル今 日、 結 核 性

病攣 ノ格 別進 行 テ モ認 ム ル能 ハ ズ。 サ レバ トテ

甚 シ ク輕 快 セ ル 模檬 ヲ モ 認 ム ル ナ シ。 頭 痛 ハ

稽 セ緩 解 セ ル モ ノ ノ如 ク穿 刺 ノ必 要 ラ認 メズ ナ

リヌ.

本 例 ノ、輩 ナル臓 墜 充進 デ謹 明 シ、其 ノ性 状 二於1

テ或 ハ流 行 性 謄 脊髄 膜 炎乃 至結 核 糊 翻莫炎 ノ夫

二該 當 スル モ ノ有 ルテ 見 出 サ ザ リシモ、 藪 同 ノ

腰 椎穿 刺 施 行 中、 其 ノ1同 二於 テ明 カ ニ細胞 内

塑球 菌 、 蛇 ビニ抗 酸 性菌 ヲ検 出 セル モ ノナ リ。穿

菌 ノ性 状 テ更 二詳 シク追 及 スル ラ得 ザ リ シモ磯

脊 騒 夜中、結 核 菌 二酷 似 セル モ ノ ラ見 出 シタ ル

限 リ、 甚 ダ注 目轟値 ス トナ サ ザ ル ベ カ ラズ。

考

著 者 ハ各種 結核 性 疾 患者 二於 テ其 ノ謄 脊髄 液 培

養 ヲ試 ミ、 定型 的結 核 性 磯 膜 炎 ノ診 断 ヲ下 シ得

ザ ル モ ノニ シテ、軍 ナル肺 結 核 二薦 スル2例 二

於 テ或 ハ鏡 検 二依 リ、 或 ハ培 養 二依 リ、 夫 々抗

酸 性 菌 ヲ検 出 スル庭 ガ ア ツ タ。 而 シテ培 養陽 性

ナ リ シ例 二於 テ、該 抗 酸 性 菌 ヲ以 テ「モ ル モット」

二定 型 的 結 核 形 成 ヲ起 サ シム ル ヲ得 ズ。 即 チ人

型 結 核 菌 タル コ トヲ讃 明 シ得 ナ カ ツ タ.此 ノ経

験 ノ ミヨ リス レバ結核 性 隅 膜 炎 二 所 謂 不全 型 ノ

モ ノガ存 シ得 ル ト言 フ事 實 ヲ肯 定 ス ル コ トガ出

來 ナ ィ。 結 核 性 患 者 二観 ル謄 墜 充進 ガ或 ノ、結 核

腫 ニ ヨ リ登 來 シ得 ル モ ノデ アル コ トハ想像 二難

ク ナ ィガ、 謄 墜充 進 ラ認 メ シム ル モ ノガ必 ズ シ、

長 谷 川 例 抗 酸性 菌 ノ性 歌 二就 テ

形 態 細 長 ナル抗 酸性 菌 ニ シテ、 外 見 上何 等 人

型 結 核 菌 二異 ラナ イ。 一 部 二於 テー 様 二染 色 セ

ズ シ テ断 績 ヲ示 ス。

Kirchner培 地 二於 ケル聚 落:最 初 梢 ζ黄 味 テ

帯 ぜ タル穎粒 トシテ現 出 シタ。 次 第 二増 殖 スル

ニ從 ヒー 様 ナ ル漏 濁 トシテ管 底 二沈 下 シタ.同

ジクKirchner培 地 二綴 代培 養 テナ ス嘉週 日テ

経 テ漸 次 襲 育 シ、 同 ジ クー様 ナ ル湖 濁 トシ テ管

底 ヲ充 シタ。 黄 味 ガ強 イ。

岡、 片 倉 鶏 卵固 形培 地:獲 育 ヲ認 メズ。

「モ ル モット」接 種 試 験:Kirchner培 地 「コ]YA"`

ン」底 ニー面 二肇 育 セル モ ノ テ 振 盈 ニ ヨ リ細 カ

ク培 地 二俘 游 セ シメ、 ソ ノ約1。Occmテ6009

ノ成熟 「モ ル モヅト」ノ鼠践 部 二皮 下 注 射 ス。(10

月5日)概 ネ元 氣 ヲ 維 持 シ タガ11月25日 、 明

カナ ル原 因無 ク シテ死 亡 シ タ。 依 テ之 ヲ剖 見 ス

ル ニ鼠践 腺 二何 等 腫 脹 テ見 ル コ トナ ク、 内臓 諸

臓 器 ニ モ何 等 結 核 形 成 ヲ 見 ル コ ト ラ 得 ナ カ ツ

タ。但 シ相 當 ノ肋 膜 腔 液 瀦 溜 、 同 ジク中 等度 ノ

腹膜 腔 液瀦 溜 セ ル ラ認 メ タ。 肋 膜 腔 液 性 状 ハ漿

液 血 清 デ アツ タガ、 沈 渣 二於 テハ 中等 度 ノ淋 巴

球 ラ認 メ タル他、 何 等 抗 酸性 菌 其 他 ノ細 菌 ノ存

在 ラ認 ム～レラ得 ナ カツ タ。

按

モ結核性二限 ラザルト同檬、購脊髄液中二駿見

サルル抗酸性菌ノ・必ズ シモ入型結核菌 デノ・有 リ

得ナイδ 此 ノ意味二於テ謄脊髄腋 中抗酸性菌 ノ

検出 ト畷膜炎 トノ關係ノ・甚ダ複雑デアル。緒言

ニモ之二鰯 レタ如 ク、次 ノ如キ諸種 ノ場合ガ存

スルモノト思ノ・レル。

1>定 型的磯膜炎・=テ謄脊髄液申二結核菌 ノ存

在ヲ謹明 スル場合、斯 ノ如キモノトi碓モ極 メテ

少藪ニハー旦輕快二赴 クモノガ存 シ得ル。

2)定 型的謄膜炎症状 テ有セズ末期結核二於テ

(片倉 ノ報告ガ之ユ該當スル〉購脊髄液中抗酸性

菌ヲ謹明 スル場合、恐 ラク人型結核菌ナルベ

シo
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3)定 型的謄膜炎症歌ナク、一般結核患者・:一シ

テ謄脊髄液中抗酸性菌 テ認ムル場合、恐 ラク人

型 結 核 菌 ナ ラザ ルベ シ。

結 論

漏 箱4以轟田三ヲ天忠:百蔓乙例 、」…旨『疑1周哩夢【o乙IUJ二於 ア

結核 性 磯膜 炎5例 … ハ培 養 上 審 ク抗 酸 性 菌検 出

テ成 シ得 、更 二2例 ノ肺 結 核 患 者 二於 テ同様 抗

酸 性 菌 ノ検 出 テ爲 シ得 タ。

2・ 培 養 シタル1例 二於 ケル該 抗 酸 性 菌 ヲ以 テ

シ テ「モル モヅト」二結 核 形 成 テ ナ サ シム ル ヲ得

ナ カ ツ タ。

3.不 全型結核性畷膜炎 ノ存在ラ肯定 ス7u・・ハ

猫検討 ヲ要 スル。

欄筆スルニ臨 ミ日置所長 ノ御指導拉二御校閲晶

深甚 ノ謝意 ラ表ス。
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